
探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業連絡協議会

大崎上島中学校区

大崎上島を担う
たくましく生きぬく子供の育成

～「大崎上島学」のさらなる充実を目指して～

大崎上島町立
大崎上島中学校

東野小学校
木江小学校
大崎小学校
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課題：内容の形骸化

指導上の課題：「大崎上島学」について

「大崎上島学」
島のすべてを学びの材料に！

島まるごと教材！

自然，歴史，伝統文化，産業，暮らしを学び，
故郷のすばらしさを知る。
自らを見つめ，自らの生き方を振り返り，考
える学習につながる。
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研究テーマ

大崎上島を担う たくましく生きぬく子供の育成
～「大崎上島学」のさらなる充実を目指して～

ヒント：地域・学校の強み

・積み重ねてきた「大崎上島学」の経験，土台がある。

・地域の人材が豊富で，依頼等にすぐに対応してもらえる。

→学校の教育活動にとても協力的である。

・離島という環境に探究の幅を大きくする可能性がある。

（観光・産業・暮らし・島の未来・福祉・歴史・伝統文化）４

→ 「大崎上島学」をPBLの考え方をもとに
深化させていくことが目標



R４年度の取組目標

②教師も児童・生徒も同じゴール
イメージを持つための工夫の充実

①探究過程の振り返りの充実

③児童生徒のこれまでの知識や経
験を踏まえた単元構成の充実

④児童生徒の資質能力の変容を見取る
工夫の充実

５



実践１. 大崎上島中学校
「逆向き設計論」職場体験学習

実践２．木江小学校
「学びを地域へ還元！」K授業の取組

「大崎上島学」アンケートの開発
振り返りの充実

R４年度の具体的取組
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児童生徒の変容を
見取る資料として

単元計画作成の
資料として

「大崎上島学」へ意識
「大崎上島学」への取り組み方

の２セクションを設定

中学校区で一貫した
成果指標として

「大崎上島学」アンケートの開発

本中学校区作成の
Googleフォーム
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①「資質・能力」から「評価項目」を設定

例：思考力・判断力・表現力→ “考え伝える力”

② ①を踏まえて振り返りシートの作成

振り返りの充実

例：自己理解・自らへの自信→ “自ら行動すること”

例：主体性・ねばり強さ→ “やりぬく力”

自己評価を
しやすい工夫
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小学校版振り返りシート
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中学校版振り返りシート（一部）
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実践１. 大崎上島中学校
「逆向き設計論」職場体験学習

実践２．木江小学校
「学びを地域へ還元！」K授業の取組

「大崎上島学」アンケートの開発
振り返りの充実

R４年度の具体的取組
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・育てたい子どもたちの姿を実現する可能性を高めるために
何をするべきか（どうカリキュラムを設計するべきか）とい
う理論的枠組み

・「教育評価」からカリキュラム設計を捉えなおしている。

・カリキュラム設計論ではあるが，単元設計論，授業設計論
としても用いられる。

「逆向き設計論」
（G.ウィギンズ，J.マクタイ）

逆向き設計論について
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逆向き設計の３段階

①求められている結果を明確にする

②承認できる証拠を決定する
（生徒が達成したことをどう把握するのか決める）

③学習経験と指導を計画する

学習指導要領の目標

①ゴール

④知識・技能③本質的な問い

②永続的理解

→①求められている結果とは
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②永続的理解 ③本質的な問い とは？

子どもたちが理解に至るような教科の探究や看破を促す問い。子ど
もたちが追及の結果「永続的理解」に至るような質問。子どもたちの
話し合いや振り返り，問題解決，研究，論争といった探究を促すもの。

物事の意味をとらえられるように私たちの知識を関連づけ，ひとま
とまりにつなぎ合わせること。「本質的な問い」の答え。

永続的：①学問的に永きにわたり重要
②子どもたちにも永きにわたり重要

②永続的理解

③本質的な問い
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・リアルな文脈の中で様々な知識やスキルを応用，総合しつつ，
何らかの実践で行うことを求める課題。【☆表現力そのもの】

・その課題を通して問わせたい「本質的な問い」と子どもたち
に到達してほしい「永続的理解」を合わせて設定する。

・「本質的な問い」を「子どもへの問い」として変換。

・パフォーマンス課題の評価にはルーブリックを用いる。

・パフォーマンス課題は単元の序盤で提示され，単元を貫く課
題（＝本質的な問い）となる。パフォーマンス課題を解決する
ための計画がそのまま単元計画・授業計画となる。

パフォーマンス課題について

１５



本質的な問い
永続的理解

（本質的な問いの答え）

中２「職場体験学習」
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パフォーマンス課題
【単元を貫く問い】

２つの視点を持たせ，成果物を明らかにする
ことで，目的意識を持った学習活動に！
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「探究学習シート」として表現・共有

目標・成果物・評価
スケジュールなど

単元の全体像を
授業者・生徒で共有

見通しを
持たせる工夫
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「将来の夢や目標を持っています」
62.9%→72.4％ 9.5%UP！
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実践１. 大崎上島中学校
「逆向き設計論」職場体験学習

実践２．木江小学校
「学びを地域へ還元！」K授業の取組

「大崎上島学」アンケートの開発
振り返りの充実

R４年度の具体的取組
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小学校３校交流授業：『Ｋ授業』について

各校での調査活動等（施設訪問 インタビュー）

各学年でK授業を実施！
大崎上島についての学習を深めながら
１年毎にレベルUP！

各校で「大崎上島学」として共通テーマを設定
（例：小１ あそび 小４ 海 小５ 産業 など）

各校で探究してきた成果を持ちより交流
→お世話になった地域の方もゲストで招待

「K授業」
総合的な学習の時間の取組

を各学校で交流する場

東野小学校
木江小学校
大崎小学校
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３年生：人のやさしさ ４年生：自然のやさしさ

「木江のやさしさ」
を共通テーマに！

木江小３・４年複式「Ｋ授業』に向けた取組

☆３・４年生合同で学習発表会での発表

☆各学年で3校交流Ｋ授業での発表
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木江小３・４年「Ｋ授業』後の取組

第２次：整理分析

第１次：課題の再設定

第３次：実行 第４次：まとめ

◯前単元で学んだことをふまえ，
“お年寄りのためにできることはなんだろう？”来てくれた人
に喜んでもらえる交流会を開こう！
☆お年寄りの方へのアンケートを実施する。
3・4年それぞれが学習したことを生かす。

◯アンケートやアイディアをもとに交流会の企画書を考えよ
う！社会福祉施設の方に見てもらおう！
☆条件や楽しませるためのポイント，アンケートをふまえて…

パフォーマンス課題：来てくれた人に喜んでもらえる交流会を開こう！
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木江小３・４年「木江サロンの企画書づくり」
の授業より

準備にかかる時間を
考えると…

みんなの意見を大切にしながら、
根拠に基づいた主体的な話し合い

お年寄りの方に
よろこんで

もらうためには…

アイディアを
合体させられないかな…？

この企画の
いいところは…
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①進んで学習したり，表現したりする力が身に付いた。
②地域のためにできることを考えたり，

地域のために行動したりすることができた。

「大崎上島学」アンケートより成果

成長の実感，学びが地域に還元

よくあてはまる
の推移

① ②

前期 後期 前期 後期

小学校 ４６.２ ５５.１ ４２.９ ４４.９

中学校 ２７.１ ３０.７ ２５.９ ３９.３

後期の肯定的評価：８割～９割

UP！ UP！
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２６

実践事例から明らかになった課題

「なぜ今日はうまくいったのだろう？」

深い振り返り＝深い学び

「授業の目標の達成ができたか？」

☆効果的な振り返りを行うためには？☆

“方法”についての視点
→資質・能力の向上につながる
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